
令和７年度 上米内地区まちづくり懇談会 懇談事項     
令和７年５月 27日（火） 

1 

 

No 懇談事項 説  明 担当部課名 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年８月米内川が氾濫し、当地区では甚大な被害が

発生しました。また、今年２月には大船渡市で大規模な林

野火災が発生したことは記憶に新しいところです。 

この様なことを踏まえ、今後の防災対策について懇談を

お願いします。 

①河川の氾濫の情報が無く氾濫後、初めて状況が把握でき

た。地元住民の話によると外山ダムのオーバーフローも

原因ではとの話もあり、真相を知りたい。 

②山林火災対策は近隣住民に声掛けをしていくが、市の方

針があればお聞きしたい。 

③災害時の住民の避難、特に高齢者についての見解を聞き

たい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 外山ダムにつきましては、管理する東北電力株式会社

からは、「外山ダムは発電用のダムであり、洪水調整機

能を有しておらず、ダム貯水量を超えた場合は、オーバ

ーフローし、外山川を経由して米内川へ流れるものであ

ります。令和６年８月の大雨の際も貯水量を超えたた

め、外山川へオーバーフローしたものであります。」と

伺っております。 

 

② 山林火災の対策につきましては、市では、林内で作業

する森林所有者や林業従事者、入山者等に対し、消防署

と連携を図りながら、山火事予防広報や巡回警戒を計画

的に行うとともに、山火事防止看板の設置やリーフレッ

トを配布するなど、啓発活動を実施しているところで

す。 

市民の皆様には、山火事予防を徹底していただくよう

お願いします。また、山火事を発見した場合は、速やか

に消防署に通報いただくとともに、火災現場から離れ、

安全を確保するようお願いします。 

さらに、市において避難が必要と判断したときは、緊

急速報メールや市ホームページのほか、テレビ、ラジオ

等を通じ市民の皆様に避難情報をお伝えしますので、早

めの避難行動をとっていただくようお願いします。 

山林火災が同時に複数箇所で発生した場合や延焼が
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拡大した場合には、消防、警察などが到着するまでに時

間を要することもあり、自主防災組織の皆様が、安否確

認や被災状況などの情報収集、避難誘導などを行ってい

ただくことも想定されます。市では、自主防災組織の組

織運営や活動について、自主防災推進員が個別に相談に

応じ、地域の防災活動を支援し、地域防災力の強化を図

っておりますので、御相談いただければと存じます。 

 

山林火災は空気が乾燥する春先に多く、野焼きやたき

火等の不始末が主な出火原因となっております。市で

は、森林の巡視や広報車での呼びかけ、横断幕の設置に

よる注意喚起のほか、広報やホームページ、ＳＮＳによ

る市民への啓発を図りながら山林火災の防止に努めて

おります。 

 

③ 災害の際の住民避難につきましては、基本的事項とし

て、市の発信する避難情報のほか、御自宅周辺の状況な

どを確認しながら、早期に安全な場所に避難いただくこ

とが重要となります。 

特に、高齢者や体が不自由な方につきましては、避難

に時間を要する場合が多いことから、市では、早期の段

階で「高齢者等避難」を発表するため基準を定め、テレ

ビ・ラジオや携帯電話の緊急速報メールのほか、状況に
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応じて消防団や自主防災組織の御協力をいただきなが

ら情報伝達を行うこととしております。 

この「高齢者等避難情報」が発表された段階で、迅速

に避難できるよう、平時から、地域や御自身の周辺の災

害リスクの把握や、災害時の避難行動や支援について、

確認・整理しておいていただくとともに、万が一の際に

は、すぐに避難できるよう準備していただく必要があり

ます。 

市では、高齢者など災害時に支援が必要な「要支援

者」（75歳以上の方のみで構成される世帯や障害者手帳

をお持ちの方など。）について、個別の避難方法等を確

認・整理する「個別避難計画」の作成を推進しており、

御本人の同意を得た上で、警察、消防、町内会・自治会、

民生委員、自主防災組織、消防団に情報を提供しており

ます。災害時には、それらの関係機関から、情報伝達、

声掛け、支援等を行いますので、「個別避難計画」の作

成に御協力をお願いいたします。 

また、地域等におきましても、「地区ごとに災害リス

クや災害時の対応等をまとめた地区防災計画づくりの

推進」、「町内会等による防災訓練」などに御協力をいた

だきますようお願いします。 
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２ 庄ケ畑町内会地内にある天然記念物「カキツバタ群落」

の今後の在り方について懇談をお願いします。 

①上米内地区活動推進協議会（教育振興部会）で地域環境

整備活動として「山岸のカキツバタ群落」の整備を毎年

実施しているが年々花数が減っているのが現状であ

る。「市の花」となっているカキツバタや群落を今後どう

しようと考えているのか聞きたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

岩手県指定天然記念物「山岸のカキツバタ群落」につき

ましては、地元を中心とした有志の方々に環境保全活動を

依頼しているところでございますが、ヨシ等の雑草が繁茂

する勢いが強く、除草作業等が追い付かない状況となって

おります。 

これまでの調査や観察の結果、定期的な雑草の除去が開

花するカキツバタの数量に効果的であることが確認され

ておりますことから、これまで作業に携わっていただいた

地元の皆様に加え、新たに環境保全作業の参加を申し出て

いただいた方々の協力をいただきながら、継続的な維持管

理作業に取り組み、群落の再生を目指してまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育委員会 

歴史文化課 

 


